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研究成果の概要（和文）：様々な相互作用の中で起こる文化事象を、文学研究と文化研究の融合

を目指すという立場から分析する本研究では「食」という対象に光をあてた。近現代における

人々のメンタリティや審美観、行動様式の変化は、とりわけ都市という空間に特徴的にあらわ

れ、両者の変容は連動している。ドイツ文学作品を題材に、社会的環境を考慮しつつ飲食儀礼、

すなわち文化的に形成された、飲食にまつわる行動に着目した本研究は、グローバル化が進む

時代への考察に寄与する。 
 
 
研究成果の概要（英文）：I major as a Germanist in intercultural studies – a fusion of literary 
studies and cultural studies, throwing an objective light on ‘food’. Food rituals in modern 
and postmodern urban civilization is to investigate the relationship between the changes 
resulting from urbanization and those of the deeds, symbolism, mentality and aesthetics 
surrounding ‘food’, mainly on the basis of the reading of literary works. My research of this 
is worthy of attention and it contributes to the understanding of the changes to the social 
environments in the age of globalization. 
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１．研究開始当初の背景 
 文化実践としての飲食事象に着目し、こ
れを都市という空間において考察する本課
題設定の背景にあったのは、一般的な食へ
の興味の高さにもかかわらず、「文化研究と
しての文学研究」という立場からみたとき、
詳細な理論的分析をふまえた「食」へのアプ
ローチが少ないという状況であった。このよ
うな研究テーマを取り上げた先行研究とし
ては、Thomas Mann(1875-1955)の作品を扱
ったAlois Wierlacher, Michael Köhlerが挙げら
れる。ヨーロッパ文化の相続者および伝達者
としての自意識が極めて強く、食に関し多く
の記述を残した作家の作品について、前者は
食の類型化、後者は供物に関する哲学的考察
に重点を置いて論じている。これらに続き、
飲食儀礼（文化的に形成された実践一般と
いう広義の意味での儀礼）を通じての意味生
成の過程を詳細に分析するものとして、拙著
Festmahl und frugales Mahl. Nahrungsrituale 
als Dispositive des Erzählens im Werk Thomas 
Manns.（2003）がある。ここにおいて、日常
生活の周縁に見られる飲食儀礼とキリスト
教、ギリシャ･ローマ文化、哲学といったヨ
ーロッパの伝統とが深く関連していること
が明らかになったが、この結果をふまえ、
さらに社会的背景との関わりを大きく視野
に入れる研究が必要であると考えられた。
そこで、都市を舞台として繰り広げられる
食の情景を取り上げる本研究課題が計画さ
れた。なぜなら都市は社会のダイナミズム
の中心であり、人々の思考と言動の変化が
範例的にあらわれる空間だからである。さ
らに、都市文学研究において、都市におけ
る飲食儀礼という観点が欠けているという
状況があったので、ここから興味深い文化
実践の事例が見出されると考えられた。 
 
２．研究の目的 
人文学、とりわけ外国語の言語文化圏を対

象とした学問分野において、文学作品を扱う
こと自体を軽視する傾向が強まっているよ
うである。しかし、作品を一種の民族誌とし
て捉えるならば、そこには人々の行動様式、
メンタリティ、審美観、そして社会状況につ
いて多くの情報を読み取ることができる。近
代以降現在に至るまで、グローバリゼーショ
ンがますます進展し、それと同時に文化の多
様性がますます意識される時代において、文
化事象に関する研究は、文化理解を助ける領
域として重要性を持つ。文学研究も、文化を
意味の織物であると捉えるとき、意味の解釈
作業を得意とするその特性を武器に、これに

貢献できるはずである。本研究は、「文化研
究としての文学研究」の確立と強化に寄与し
ようとするものである。 
文化事象の捉え方は様々であるが、一般的

関心の高さに反し、理論的分析が不足してい
るのが食という分野である。食紀行にとどま
らず、詳細な理論的分析をふまえて文化形態
をひも解いていこうとする研究は不足して
いる。この間隙を埋め、「飲食」という視点
からの文化研究を発展させようとする本研
究は、ドイツ近現代文学を契機に、社会との
関連を重要視しながら、文学テクストにあら
われた飲食儀礼を文化実践のひとつの形式
として分析する。そして社会的背景ならびに
意味との関連をより明確に探るために、社会
のダイナミズムが凝縮してあらわれる「都
市」という空間を選ぶ。本研究は文学テクス
トを通じて、都市の発展という外的変化のな
かで、都市生活者の行動様式、意識、審美観
はいかに変化するのかを明らかにしようと
するものである。 
（２）内容に関する方法：変遷をたどるにあ
たり、19 世紀末から 20 世紀初にかけての世
紀転換期、二つの世界大戦の間、第二次大戦
後以降を三つの時代区分とした。それぞれを
1)ハンザ都市の没落とあらたな世界都市の出
現、2)一次大戦後の復興、「黄金の 20 年代」
における大都市の発展、3)破壊と復興、瓦礫
からの都市復興と再生の時代と捉え、当該時
代に書かれた作品を分析解釈の対象とした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）研究作業の履行手段：文献収集、現地
視察、発表という三つの方法をとった。一次
文献の文学作品と哲学的・文学的理論書から
都市論、ガストロノミーにまでわたる多様な
二次文献による文献分析のほか、対象となる
都市を知るために現地に赴いた。作品当時と
現在、さらに昨今の急激な都市変化を考慮し
つつ、テクストにあらわれた描写の痕跡を探
り、メディアに記録。また現地では、発表と
学会参加を通じて、意見交換の機会を持った。 
 
 
４．研究成果 

19 世紀末から 20 世紀初にかけての世紀転
換期においてみられる都市の興亡が示すの
は、前近代的構造を残すゆえに後退する都市
と、鉄道という新たな移動性を基に世界的都
市へ発達する都市との対照性であった。これ
をトーマス・マンの『ブッデンブローク家の
人々』、『詐欺師フェーリクス・クルルの告白』



に見た。ハンザ都市リューベックを舞台とし
た前者では、都市とともに旧態然とした商家
が没落し、そのプロセスが、徐々に解体する
家父長的な家族の食事形態に呼応する。また
フランクフルトからリスボン、さらにパリと
いった世界都市へと舞台が移行していく後
者では、家父長的家族制度から抜け出し、個
人として の“出世” を追求する主人公を通
して、都市における新しい生活形式が浮き彫
りになる。都市の衰勢と世帯の変化が同時進
行しているのである。すなわち都市シングル
の出現であるが、これはまさにホテル、レス
トラン、バー、カフェなど都市型ガストロノ
ミーの発達によって推進されており、彼らの
コミュニケーション形態、生活リズムは都市
型ガストロノミーに大きな影響を受ける。さ
らに都市を舞台にした小説においては外食
のシーン、そこでの振舞いが駆動点として機
能していること、19 世紀末からの都市部にお
ける外食産業の発達はメディアの発展と深
く関わること、食べる場としての都市建築も
大きな役割を演ずることが明らかになった。 

 
世紀転換期の都市型ガストロノミーの発

達、家族の食卓から個食の時代への移行につ
いての考察に続き、両世界大戦間という時
代をとりあげた。第一次大戦後第二次大戦前、
いわゆる黄金の 20 年代において、都市は、
荒廃と再生のエネルギーの中で大きな発達
を遂げる。大都市小説というジャンルが生ま
れたのもこの時代である。本研究では大都市
小説の代表作といわれるアルフレート・デブ
リーンの『ベルリン・アレクサンダー広場』
を中心に分析した。犯罪小説の代表ともいわ
れるこの作品では、表現主義の手法を踏まえ、
非常に複雑かつ巧妙なかたちで、飲食事象の
なかに、社会・道徳問題を取り込んでいる。
今まで注目されていなかったこの点を論文
にまとめた。その後さらにこれを発展させ、
飲食モチーフ、聖書引用に関してのドストエ
フスキーの犯罪小説『カラマーゾフの兄弟』
との共通点、都市をひとつの生物としてみる
という観点から取り入れた都市オートポイ
エーシス論を加え、21 年度 5 月ドイツで発表
を行った。20 年代は本研究にとって非常に重
要な時代であったので、さらにヴィッキー・
バウム『グランド・ホテル』、イルムガルト・
コイン『人工シルクの女』などを取り上げた。 

 
とりわけ、学術的に論じられることが少ない
コインの作品については再評価の必要性を
訴えるに値する発見が多々あった。作品は 20
年代らしい都市の華やぎや新しい生活スタ
イルの可能性を提唱しつつも、1929 年世界大
恐慌の到来にみえる景気の後退を暗示して
おり、その二極間で揺れる不安定さが、現代
のツイッター的表現形式において展開され

ている。当時の表現主義諸作品と比しても、
表現技法において極めて先駆的なコインの
作品は、迅速性と簡易性重視の新しい食スタ
イルがはらむ危うさを、まさにその文法的な
危うさに載せて、人間関係の危うさを暗示し
つつ巧みに表現している。このような考察を
加え、現在、デブリーンの『ベルリン・アレ
クサンダー広場』を中心に据えた論文を作成
中である。ほぼ執筆を終えたところであるこ
の論文については、ドイツの学術雑誌への投
稿を目指している。 

 
第二次大戦後の復興期の時代については、

最近再評価の機運も高いヴォルフガング・ケ
ッペンの作品とともに、飲酒文学ともいわれ
るアルノー・シュミッツを主に取り上げた。
両者とも食のシーンが多く、食べ物や消化に
関する比喩が重要な場面で登場しているの
が特徴的であるが、戦後復興期の精神的なリ
ハビリテーション過程を真正面から捉える
前者に対し、後者は側面から時に陶然と、精
神的な距離感をもって眺めている。全身体的
再構築と選択的消化による変容という対照
性がそこにはみられるのだが、後者が内包す
る一種のシニシズム、独自の摂生というモテ
ィーフがその後の現代文学にどう継承され
ていくのか、グローバル化の洗礼を受け常に
刷新される都市型生活を題材にした文学テ
クストの中で、どのように変容するのか考察
の展望が開かれる。 

 
これら三つの時代を通時的に考察するに

あたり、理論的な基本ベクトルが必要であ
った。社会学系の都市論、建築論をふまえつ
つ、重要と思われたのは Fischer-Lichte を筆
頭にしたドイツ語圏における美的パフォー
マンス論および現代美術と演劇から提唱さ
れる演出論であった。そして、ルーマンのシ
ステム理論の終焉が取りざたされる現在で
はあるが、その思想的出発点を提供したオー
トポイエーシス理論そのものにはまだ有効
性があると思われる。ヨーロッパの芸術・美
学論争における「視覚」重視への反証として
も、またカントに見られる触覚・味覚への興
味を通じても、滋養吸収する身体としての自
律的都市身体論を主張することはできると
思われる。 
なお、広範囲な考察対象を有する本研究課題
は、ドイツのアレクサンダー・フォン・フン
ボルト財団の研究奨学金により継続される
こととなった。また、研究成果の発表、社会
への還元として、まず平成 23 年日本におけ
る単著図書出版をめどに計画、執筆に取りか
かっている。その際内容は 19 世紀後半世紀
末から二次大戦勃発までの時代を扱うもの
とする。（出版社未定）。その後、平成 22 年
度以降の成果も踏まえ、平成 24 年ドイツに



おいて単著図書を出版することを予定して
いる。 
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